
市川市 文化振興課 

   【文学の散歩道・歳時記】 
 

・1月1～3日 初詣（弘法寺、手児奈霊神堂など） 

・2月3日   真間山節分会（弘法寺） 

・4月上旬  伏姫桜観桜会（弘法寺境内） 

・4月下旬日曜日 春の史蹟まつり（手児奈霊神堂） 

・5月上旬  花供養会（弘法寺） 

・7月第3土、日曜日 手児奈ほうずき市（手児奈霊神堂） 

           灯篭流し 

・10月初旬   手児奈祭 

         手児奈太鼓、女性神輿 

・12月31日  お焚きあげ（弘法寺） 

・真間山人間学校（弘法寺真間道場） 

       講演、講座など 
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市川公民館 
市川公民館には、昔の市川真間
を描いた大きな壁画がある。 
かつての参道の様子を現在の 
道に重ね合わせて歩くのも 
おもしろい。 
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文学の散歩道案内板 

 《文学の道》 
 市川ゆかりの文学者と 
 作品の紹介板が桜の木の下に！ 
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万葉の歌 
の紹介板 

万葉の歌の紹介板 

いつも一つだけ濡れている 
    といわれる「涙石」 

↑千葉商科大学 

エノキの巨木 
コブシの巨木 

伏姫桜 

   須和田公園 
弥生時代後期の須和田遺跡を整備
し公園にしたところ。 

郭沫若の「別須和田の碑」がある。 
    レリーフは、彫刻家・ 
     大須賀力によるもの。 

真間山弘法寺 

祖師堂 
本堂 
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第二中学校 → 

人間学校 
富安風生の句 

仁王門 

小林一茶の句 

鈴木長頼公の墓 

水原秋櫻子の句 弘法寺古墳 

政治家・木内重四郎の別邸
として、大正初期に建てら
れた西洋館部分をギャラ
リーとして復元 

市川市有形文化財 
万葉顕彰 日本最古の碑 

かつてここに住んでいた 

亀井院（真間の井） 

 周辺には「片葉の葦」があった 

万葉の歌の紹介板 

 
市川・真間界隈 
 
 歩いて楽しい発見マップ  
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 協力 真間山弘法寺、手児奈霊神奉賛会 

    真間史蹟保存会 
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蔦のからまる家 

 《万葉の道》 
 市川の書家による万葉の歌の 
 パネルが民家の壁に! 
 
 番号はパネルの設置場所です 
 
 裏面の表と見比べてください 

真間の継橋 

※店舗は変わっている 
 ことがあります。 
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 手児奈霊神堂 
吉田冬葉の句 

真間稲荷神社 

池（入江の名残り） 

万葉の歌 

    紹介板 

水木 洋子 
 
能村 登四郎 

  吉田冬葉、岸風三楼 
 
       永井 荷風 
 
万葉集から歌枕の地"真間"へ 

路面に模様が! 

     幸田露伴・幸田文 

 

     水原秋櫻子、富安風生 

 

  阪井久良伎、吉田機司、松沢敏行 

 
               郭沫若 

 

     北原白秋、吉植庄亮、松本千代二 

 
           江戸時代の真間の文学 
            松尾芭蕉、小林一茶、雨月物語 
 

文学の道の碑 
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北原白秋の碑 

タブノキ 
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真間小学校 

・居酒屋 
・豆腐店 

 ・リフォーム 

 ・中華 

 ・メガネ 
・真珠 

     そば 
   美容院 

   洋品店 
  八百屋 
 コンビニ 

〒 

・介護・保育 

マンション 

ほおずき市 

郭沫若記念館 

芳澤ガーデンギャラリー 

真間山 
幼稚園 

木内ギャラリー 

クスノキ 
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